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漁業振興

漁
協
合
併
に
支
援
を

現
時
点
で
は
言
及
で
き
な
い

山崎幸男議員

新年度予算
「
メ
リ
ハ
リ
」の
あ
る
施
策
と
予
算
を

発
展
計
画
事
業
を
着
実
に
推
進

質
問

本
町
の
財
政
は
非
常

に
厳
し
い
。
本
町
に
も
い
ろ
い

ろ
な
課
題
が
山
積
み
し
て
い
る

が
、
従
来
の
よ
う
に
「
あ
れ
も
、

こ
れ
も
」
で
は
な
く
「
あ
れ
か
、

こ
れ
か
」
を
判
断
し
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
重
点
施
策
を
掲
げ
、

新
年
度
予
算
と
す
べ
き
で
あ
り
、

次
の
点
を
問
う
。

①
新
年
度
の
重
点
施
策
と
財
政

規
模
は
い
く
ら
か
。

②
沼
崎
町
長
在
任
中
は
、
公
共

料
金
の
値
上
げ
は
な
い
も
の

と
考
え
て
よ
い
か
。

③
新
年
度
の
事
務
・
事
業
の
見

直
し
と
、
歳
出
削
減
は
。

沼
崎
町
長
　

①
重
点
施
策
は
、
第
七
次
総
合

発
展
計
画
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
実
施
計
画
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。

財
政
規
模
は
、
対
前
年
度

比
六
�
減
の
七
十
一
億
円
前

後
と
見
込
ん
で
い
る
。

②
自
主
財
源
を
中
心
と
し
た
歳

入
基
盤
の
確
立
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
受
益
に
見
合
っ

た
負
担
を
求
め
る
方
向
を
検

討
し
て
い
く
。

③
土
地
区
画
整
理
事
業
、
公
共

下
水
道
事
業
、
住
宅
市
街
地

総
合
整
備
事
業
、
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
で
六
億
七
千

二
百
万
円
の
減
。
一
般
事
業

で
、
二
億
三
千
九
百
万
円
の

減
の
見
込
み
で
あ
る
。

質
問

本
町
の
漁
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
担
い
手
や
資
源

の
減
少
、
魚
価
安
、
消
費
の
低

迷
な
ど
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

増
殖
に
よ
る
資
源
の
確
保
、
漁

業
経
営
及
び
技
術
指
導
な
ど
、

組
合
員
の
期
待
に
応
え
る
た
め

漁
協
合
併
は
急
務
と
考
え
る
。

つ
い
て
は
、
次
の
点
を
問
う
。

①
増
殖
漁
業
と
資
源
管
理
型
漁

業
の
推
進
を
漁
協
と
一
体
と

な
り
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

②
合
併
後
の
漁
協
に
対
し
、
財

務
健
全
化
、
体
質
強
化
、
指

導
員
設
置
に
対
す
る
財
政
支

援
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長
　

①
ア
ワ
ビ
・
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
放

流
事
業
を
始
め
、
ア
ワ
ビ
の

生
息
調
査
、
放
流
効
果
調
査

な
ど
、
漁
協
や
県
関
係
機
関

と
の
連
携
の
も
と
に
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
継
続
す
る

考
え
で
あ
る
。

②
漁
協
合
併
推
進
協
議
会
専
門

委
員
会
で
、
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
。
現
時
点
で
、
町
の
助

成
に
つ
い
て
言
及
す
る
段
階

で
は
な
い
。

新年度の重点施策は第７次総合発展計画の実施計画を着実
に推進することです（柳沢・北浜地区土地区画整理事業）


